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ナショナルセンター・バイオバンクネットワーク  
（National Center Biobank Network：NCBN） 

第１６回日本医療情報学会秋季学術大会 
COI開示 

筆頭演者：島貫 秀之（国立国際医療研究センター） 
 
私が発表する今回の演題について開示すべきCOIはありません 

学術研究、創薬研究、新規診断法・個別化医療等の開発研究などのために、 ６つの

ナショナルセンターが収集するヒト由来試料（検体）を保管・管理し、共同研究等として
有効に活用することを目指しています。 

ＮＣＢＮ 
中央バイオバンク 

ある疾患について、 

どのＮＣバイオバンクに 

 どのような種類の試料があり、 

保管状態・保管条件は？ 

数量はどれくらいあるのか？ 

付随する医療情報は 

 どの様なものがあるのか？ 
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ＮＣＢＮカタログ 
データベース 

研究者 

必要な情報
をデータ
ベースに 
照会する。 研究者 

NCBNカタログデータベースの実現 
に向けた構築・整備の考え方 
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各NCバイオバンクが保有する
バイオリソースに関する疾患名、
保管試料の種類および病歴、
家族歴等を含む共通問診票を、
共通の個票データフォーマット
を使って抽出し、カタログデー
タとして集める。 

カタログデータベースの必要性、目的 

ＮＣバイオバンクのデータベース 
整備、連携を考慮して、 
段階的な構築・ 
整備を進める。 

カタログデータベースシステムの
ハードウェア構成概念図 

カタログデータベース基盤システム 

機能 内容 

1 カタログデータ収集 ＮＣバイオバンクが独自に収集・保管するバイオリソースに関する疾
患名、保存試料の種類、付随する医療情報をカタログデータとして中
央バイオバンクに登録する。 

2 データ管理 登録・収載されたデータが個票データフォーマットのルールに従って
いるかの論理チェックをする。 

3 データベース格納 カタログデータベースに格納する。 

カタログデータベース検索システム 

アップロードからカタログデータベースへの格納までの個票に基づくデータの流れ 

SQLServer2012 

WindowsServer2008 

SonicWall E6500 

本システムは、ＮＣバイオバンクで抽出・作成された個票データ（カタロデータ）をNCBNカタログ
データベースに格納するまでの一連の処理を行うためのものである。 
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◆ＮＣバイオバンクは疾患コホート型のバイオバンクであるため、疾患名（主病名）が検
索の主キーとなる。 

◆疾患名のコードは、海外のバイオバンクの検索にも使用されているICD-10分類コード
を基本とし、標準病名マスターの病名管理番号（MEDIS管理番号）でも検索可能。 

◆検索画面で、病名分類毎に診断根拠となった臨床情報（付加情報）を表示。 

結果、考察 

①６NC共通の個票データフォーマットによりカタログデータを
インターネット経由で中央バイオバンクに集約するデータ
ベースの基盤システムを構築した。実運用上問題なく稼働。 

②データベース登録件（患者）数：20,398件、検索ページへの
アクセス数：約700件/月。 

③ICD-10を疾患名の病名コードにすることにより、日本語版、
英語版の両検索をサービスを共通の基盤システムで扱える
ようにした。 

④ICD-10コードは海外のバイオバンクでも使用しているため、
データベース連携への可能性が期待できる。 

英語版検索画面 日本語版検索画面 

日本語版検索画面 

E11（インスリン非依存

性糖尿病）を選択した
場合の付加情報表示 

検索結果（ E11 ）画面の 
NCGMの付加情報表示 

E11を選択した場合
の付加情報表示 

 ①疾患名を直接入力して検索できる自然言語処理機能 
 ②各NCのin-houseデータベースのネットワーク化、分散型

データ管理方式によるデータ更新のリアルタイム化 
 ③検体に付随する医療情報や同一患者からの複数組織・

部位情報の追加付加情報に対する柔軟性 

今後の課題 
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